
The Japanese Society for Plant Systematics

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Plant 　Systematios

　　　　　　　　　　　　　　ACTA
PHYTOTAXONOMICA 　 ET　GEOBOTANICA
　　　　　　　　植 物 分 類 及 植 物 地 理

Vo1．　IV． Oct・Ig35 No ．3

日本 産 ス ズ カ ケ サ ウ 屬

The　Japanese　Spec孟es 　of 　BotrOropleuron’

by　Jisaburo　OHW 量

大 井 次 三 郎

　第三 紀以來西南日本は 洪積世 の初 まで 支那 と地 績 きの 關係 に 准つ たと云 はれて居

るだ けに 両地 だ けに 共通 の 特有 の 鵬が 可な り知 られて 居 る 、 玄參科 の 小屬で あ る 此

の ス ズ カ ケ aコーウ屬 もそ の 例に洩れす大体同一軌 の もの で 、 日本で は九州 、 四國 、 及び

本州の 太李洋岸酉南部に 、 支 那で は 中部か ら 南部 に か け て 分布 して 居るが それ以外

に は知 られ て 居 らな い 特有 の 屬で あ る Q

此の屬 に 含まれ る種類 の 内最 も早 く記載された の は 本邦 の ト ラ ノ ヲ ス ズ カ ケ で 、

1846 年に S・・B ・ LD ・亡Z ・・cA ・… が P ・・d… t・・a ・ill・・i・ S・EB ．・し Z ・ cc ．と して 發表 した、

そ の 後 BENTHAM 　et　1，loo ［〈ER 　fLl・（1876 ）が 、 ネ パ ール 及び 雲南に 産す る Catorhabdos

（此嘱 の もの は後に 支那 va も・ 最近は台灣に も分布する 勦 椥 られ て 六種程鹹 つ

て 居 る）に屬す べ き事を指 示 して 以來 、 暫ら く之れが 探用 された 、 HESI・ISLEy は支那 で

此屡名 の 下 に數種 を記載 した が 同氏は 1900 年に 至 り HoOKERJ 　ICOnes　Plantarum　t．

2670 に 於て AO ・1・・倣 ‘・ cliffe・t　eaulib ・s　 v ・g・・ tib・・ v ・r　p… ヒ・ati ・
，
　racemis 。。 it−

la”ibus　am ・ntif・・mib … 　c… llae　］imb ・ sub ・・q・alit… 4−1・b・ t・
，
・・t・mi ・ ib… 1・ng 。．ex ，，rti ，．

と 云 ふ 記 戦と共に Calorhabdos　venosa 　Hemsl ．を事實上 の 基凖晶 と して Bo時 opleuron

HE “IST・・屬 を設けそれ が今 日 に 歪 る まで 採用 さ れ て 居 る 、 歐洲蓙の Paederota や 本邦

に も多數 の 種類 の あ る Veronica とは葉が 全然對生せ ぬ の で 區 別され る 、
Calorhabdos

と の 相違 は 莖 が 甼臥 して 上 の 方が 蔓状に な り花序が 葉腋叉は 側枝 の 頂端に 着 く辮に

あ る thSt　HEMsT ．］Sv が指 適 した樣な花部の 相違は 少 くとも本邦産の もの に は認め られ な
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い 、 此の 屡の特徴 を次に略蓮す ると。

　蕚は五全裂 、 裂片は狹長 、 稍不同長 、 鋭尖頭 、 花筒は 内面有毛 、 裂片は四個 、 後方

（上側）の
一
片は他 よ りも少 しく巾廣、 雄蕋は 二 個 、 後方の 花冠裂片の 縁盪 に て 花筒に

着生 、 多 くは超出、花糸は基部有毛 、 葯は背面の 中央叉 は上部 に て 花糸に 着生 、 二 室、

各室は稍開張 、 花桂は糸歌 、 花筒 よ り超出、 全縁早滑、柱頭は肥厚せ す、 胚珠は多數 、

覇果は稍扁甼 、 両面に溝 あ り、 胞間 及胞背裂開 し四個の小辨とな る 、 中央に胎座 を有

す る軸を殘す 、
一 亭 臥叉 は上部厘 々 蔓歌の 草本 叉は稍直立 ぜ る 少 し く分枝 する瀬

木 、有毛叉は 無毛（但 し葉腋等 に 僅數の 毛茸あ る 事 あ り）、 葉は互 生 、 總歌花序は腋生叉

は短 枝及び稀れに 主軸の 先端に も生 じ 、 密花 、 花は一個の 苞を有すギ
ー 日本（本州 、

四國、 九州 、 琉球、台灣）及 び支那中部 、 南部に産 し、 種數約 II 。

　以下例 に よつ て 本邦産 の 種類 の 檢索表 並に 解論 を記す と 、

檢　 索　 裟

i） 莖 及葉は褐色 多細胞の 長開出毛 を稍密生す・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿．．＿、＿＿＿…1 　 ス ズ カ ケ サ ウ．

1）　莖及葉は
2F
滑又 は極め て 短 か き毛茸を疎生す・

2 ） 莖葉 柄．葉身 の 裏面 及表 面 脉上 vatW短 き毛耽 疎生す・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ………………− r… 2 　 キ ノ ク 昌 ス ズ カ ケ。

2）　莖及葉は李滑・

　3）　莖 は殆 ん ど円柱形・葉は長楕円形叉は 卵形・

　　4） 總歌花序は 密花．長 さ L5 −3・m ・稍無柄・葉は歪三 角形 の 鏡鋸齒あ り・

　　　5） 葉は草質 葯は長さ約 ％ mm ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ……曜’°’”叩”・”“……3 ト ラ ノ ヲ ス ズ ヵ ヶ．

　　5） 葉は稍革質 葯 は長 さ約 1・5mm ・

　　　　　　　　　　　　　　　　 …………・……・・……5 タ カ サ ゴ ト ラ ノ ヲ，

4） 總 歌花序は稍calE・長 さ 4−・6　cm ・その 梗は長 さ 2 −3　cm ・葉 に は微 凸頭 の

　　　稍鈍き壓着され たる鋸齒あ り・

　　　　　　　　　　　　　　　　　……………………4 　リ ウキ ウ ス ズ カ ケ・

3） 莖 は狹 き翼あ り・葉は廣披針形．

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 ……………………………6 　タ ロ コ サ
・
ウ・
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　　　　　　　　　　　　　　　　1）ス X カケサ ウ

　　　
B°量「y° pleur・n　vi11・・ul ・m ・M ・… N ・ ・・ … ．嘸 ・・ky ・ 2。 ，、g。，）87．

　　　
鯒 吻 翩 勲 班 ・g ’・ A ・n ・・ M ・… B ・t・・L ・gd．・a・，． ・．（，865） 、、8 、．FRAN 。H ．

et 　SAVAT ．　Enum ・Plant・・J・p・… （・875） 347．

　　　
e”1°翩 蝋 ’8・跏 嘸 ・・… B ・t・・Mflg・・ ’r・ky… （1896 ）。S。．

　　　
伽 鰯 贈 鯒 v・副 ・欧 ・一 ・・H ・… fil… ec．　M … N … ．（、g。6）

87
， pro　syn ．

　
一
緬 後 の 聯 ・莖 は 肥 形・上蹴 稍蠍 を呈 し 先韆 蝦 嬢 して糒 物を

齢 莖 輿 苞・歌 鵬 解 して 先 端時 に腺 鮪 する 多髄 の 融 毛 を稍雛 す．

葉は卵形・短柄・長 さ 5−一・3 ・m ・巾 3−5 ・ m ・麟 尖頭・廣麟 ．飄 淡色．歪三角形 啾
縮 あ り・繖 花駄 甚 だ短 ・胤 球形・長 さ麟 約 ・・一・5mm ．鯆 ．腋出．花睡 色
殆撫 柄端 瞰 針形 ・長 勘 6 … 鍛 頭・轍 五裂．継 は桐 長．瀲 攤 彫 ．

en尖頭 長 さ 2・5“’4　mm ・花冠賑 さ 7−8m 皿 ・花搬 驕 状．−fts・6−7・mm ．栖 鴨
内酣 繍 を除 きて 蹴 秘 り・裂」

−i・tt四個順 臆 廣三 彫 ．他 の 三 臆 三彫 何

れ 蠍 頭 麟 脹 く超出 黼 の 約コ 喜・
．黼 の 鞅 部 よ りも稍

一
防 に 着生 花糸

は蝋 ・下 方縮 の 部分 vcma出毛あ 賄 は長さ約 ・・5　mm ．珊 は 鄰 桝 1彗辭 ．両

面 に溝あ り・花柱は長 さ 10 皿 m ．を超 ゆ．

可 勧 古 くか 蜘 られ て 居た 購 で 飯沼慾齋の 草木贓 第 一
卷 ・咽 臆 醐 解が

あ る通 りで あ る・自生駄 關 して 胴 書の 改訂版瞰 驪 士 が ．・未だ櫑 の 自生 地 を

得補 して 齣 て 徽 鯱 賜 る ・ 多年雪章 紘 り止 あ る灘 全 く不 明 で あ つ た

が 近 頃 岐阜市の 波贖 榔 氏 の 鱆 意 vaよ つ て 之れが 自生 品 と思はれ る 標本を得
る覇 咄 勅 の は

1
敝 し欧 第で あ る・氏に 煉 蹼 飆 ，不嬲 腑 中肭 の 懺

＊vatWbbcenit ・・自生 して 居 る と・飯瀦 齋 は瞎 中に 魔 勲 蜘 毛あ Pて 灘 ．

と記 して 居 る力沐 品を指 した もの で あ ら う飄 疑 ふ納 が な い 散 辮 士の 植物圖鑑
16Q 頁に 鞠 な圖が あ る の 鰺 照せ られ た い ・只花肋 裂版 獸 蜥 省短か め嚥
颶 は れ る・」e牧野・鮴 ・両氏 の 右勤 纜 に 高 さ 六 七凡 とあ る の 鰓 ら 樶 蝦

瞰 示 した もの と思齢 る・・」
・tの 黼 に つ い て は薦 蹴 良阪 ．並 び に 知 春季氏 に

御迷惑 をか けた の で御芳志 に 深謝する次第で あ る

　　　　　　　　　　　　　　2）キ ノ クニ ス ズ カケ

　　
B° t・y・pl・… T ・g・w ・e ・・ wil ）　 i・ F ・roD ・ ・，p，，t．．，6 （、g34） 53．

1 ） 臚 sim 訌e ・d　B ・脚 … 臑 W ・W ・S−
，　q・・d… m ・n 　・・utic。lu、　est

｝
　folii、　b，ev 、。，ibus，
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、
．2 米 の 韓 勲 雕 形 ．上 纒 熱 先端麟 に附 きて 根膿 し縮 姓 タ 莖

・
鄭 勲 及び齲 蠣 上 ・攤 な ・反 曲せ ・識 疎生す・葉は卵形 又賑 欄 形゜

短 柄あ り．長 、 ・．・S・m ．巾 3−5 鵬 瓢 淡色 欟 尖頭債 餌 鮪 驩 だ し 櫪

着 し 殆ん 跣 端 の 黜 躡 頭 の 紛 の み と成る・黴 花駄 密花 殆 臙 栫 黶 2−3

仙 棚 柱呶 賑 楕円嬲 柱形．花は殆 ど鯒 ・鶴
一個 披 針形 鞘 鏃 頭

長 さ略 。 mm ．輛 五裂．裂片眇 し く綱 長・線黻 針形・長 さ約 2mm ・黻 鏃

頭 樋 賑 、約 ・… 黼 駟 彫 長 ・約 ・… 欄 粥 蘭 螂 麟 勧

裂臆 醐 ．三彫 輔 飆 淡篠 色 （田川氏 に よ ・〉 羅 趨 出・花 絃 參牽

ma 下鮪 毛 葯賑 さ約 … 諭 果 は翻 暦形・長 さ約 ・・5一 花櫨 織 長 さ約

8mm ．

本 州 の 紀伊國凍 輳 郡．古 座川の 辮 薩 ・恐 らく耕 縫藏呻 州植物瀧 出て

居 る ， ラ ノ ヲ ・ ズ ・ ケ も此の 植伽 恥 と想像す るオ瑛 と比較 して eeの 鋸齢 著 し

く鮃 で 殆ん 躙 購 ・ 働 頭螂 分だけカ・ 臨 つ 蘭 齢 鞣 融 毛が あ b’IE

筒 と裂 片と の 上ヒ．花柱帳 さ鞍 髄 臑 め られ る が 兎rcm 似糴 性の もの で あ る’

　　　　　　　　　　　　　　3） トラノ ヲス ズ カケ

　　Botryopleuron　axillare　HEMsL ．　in　HooK ・Icon・・Plant・27　（lgoo ）　
sub

　
t・

・67・ ・ ］Y［AK … i・ B ・t・・ M ・g…
’
・ky・ 2・ （・g°6） 88・

　　？／、e，ler。ta　mill。，is　rk。。．。t　Z・  ．　i・ Abh ・Ak ・d・M ・… h・4 ・3 （i846 ） 144

W 鵬 A 。 n ．． 、 （1848 ．49） S3S、　MIQ ．　i・ Ann ・M … B ・t’ Lugd ．　 Bat・2 （エ865）

、、8 、・Fl．atsrL［fi．　et 　S．evAT ．　E ・ um ・・PI・ nt ・・J・p・n ・・ （・875） 347・

　　。。、。 rhmbd 。、． ax 、ll。露，
　B 。N 。H ．。田 。。K ．丘1．・p認 皿 ・… i・ ．・一 ・B… （，S／S）

。3。 、 HAN 。E　i。 」・u ・n ．… ．（・877） ・98 ・F … E・・ … H ・M ・・ i・ 」… ・ L’nn ・　 S°c・

26 （、89・ ） lg5 、 1 … N ・ i・ B ・t・・ M ・ g・T ・ky… （1896 ）252 ・

　　？aederoe α bracteαtα SIEB．　et　zucc ．1．　c．‘1846 ） 145 ；WAL ？・1・　c・（1848 −49）53S・

　　 antorhabdos　brα cteαtα　MAKINo 　ih　Bot．　Mag ．　Tokyo　IQ　（i896 ）252 ．

　　伽 吻 廊 。翩 傭 v 。，．b，a ，・・αt・ B ・NT ・ ．・・且・… fi1… ec・… エAK ・… c・（・g・6）

89， pro　syn ・

　卜 2 灘 逹す る軸 鮴 囎 莖は 離 形・上部麟 網 帳 し・先嫐 蝦 嬢

し噺 瀧 生t−．葉賑 さ 5−一・・ em ．巾 ・ ・5−5 ・m ・稍輯 短 柄・賄 陽 及至賜

， 、cem 蛉 1。ngi 。鵡 ・・，・王1・e　1・biS・1・・gi・・ib・・ 1・n   ・1・ti・・Eti・一 肱 攪‘艇 跏 sL ・give「sum

幽 f。li− se ・・三・ vald ・ adp ・ess ・・・
・・… ae ・・b・

・
… 1・b … lt・ 1°   i°「e

・
styl ° 1°ng エ゚ 「e’
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（上葉は小形 に して 時 々 蹟卵形）鏡尖頭 円脚 叉は廣楔脚，下面淡色・歪 三角をなせ る

鏡鋸齒あ り・總歌花序は腋生又時 に頂生・通常無柄・短 き叉は長楕 円歌 の 円柱形．長 さ

1S−−30　mm ・密花・花は紅紫色 殆ん ど無柄・苞は線趺披針形・蕚 よ り少 し く長 く・甼滑

34は一
こ二の 縁毛 あ り・鋭尖頭 萼裂 片は 五個・縁歌披針形・長 さ 3噂   ln・長鏡尖頭・亭

滑 殆 ん ど縁毛な し・花冠は長 さ約 5mm ・花筒は 短筒形・長さ約 3mm ・外面甼滑 内

面中央部以上に 開幽毛 あ り・裂片は 四佃・半 滑・鏡尖頭・上片は三 角形・他の 三 片は 卵

状 三角形 に て して 開出・雄蕣は花筒 の 中央部に着生 ・花 糸は針歌・超出・基部は有毛

葯 は長さ約％　mm ・子房 は 円錐形・両面に溝 あ り・花柱は太 き糸状・長さ約 5m 乢 覇果

は 卵円形．多少扁
」
亅
三．

　四國・九 州・及び本州遠江國 に 自生が あ り・又 牧野博士 は東京市に も （植物研究雜

誌 8 ：9S） あ る と云は れ る・本邦産品中で 分布も廣 く．且一
番 よ く知 られ て 居 り・支那

に も産す る との 記 錬が あ る・紀州に もあると云ふ の は前項の キ ノ ク ＝ス ズ カ ケ と思は

れ る ．遠江蘆 の 標本に つ h て は束京・上 野の 自然科學博物舘の 根本莞爾．奥 山春季両

氏の 御厚意に 負ふ 所が 多い ・此所に 厚 く御芳志 を謝する ・圃は齋 田・佐藤両氏・内外

植物誌 216 に もあるが・牧野博士の 植物岡鑑 171 に は精 細なの が 出 て 居 る の で 參照

せ られた い ・只葉の 鋸麟は それ よ 1） も もう少 し 三 角形に 近 い の が 普遞 で あ る し叉禦

に は稜 と云 ふ 程の もの は な く・飯沼慾齋 の 云 ふ 樣 に 線條が あ る と云 つ た方が 適切で

あ ら う，植物總覽改訂版 に は葉は披針形 とな つ て 居るが 披針形 の 葉は 甚だ稀れな樣

に 思はれ る ．

　　　　　　　　　　　　　 4）　リウキウス，ズ カ ケ

　　
B ・ t・y・pl・ur ・n 　li・kiuen・e ・・ w ・

… i・ F ・DD ・．・R ・p・rL 　36 （lg34 ）53．

70 ・ m 前後の 草本 全休r猾 莖 は 殆 ど円柱形 低 き稜あ り．上部蔓状 葉 は長 さ

6−… m ・巾 3−5 ・m 稍 顯著な る （3−・・S・mm ・）柄 あ b・側 細 形叉 は卵形．両端鋭頭
一
「

面淡 色・壓着せ る微凸頭 の 稍鈍 き鋸齒 あ り・總状花序は腋生・円筒形・長さ 4−6cm ．稍

密花・柄は長 さ 2−3　cm ．數個の披針形・又 は長楕円形 の 苞あ り．花は知 られ ナ・果實は

斜上 ・長 さ Imm 位の 短 柄あ り・苞は線1伏披針形 ・長 さ約 7mm ．疎に 縁毛 あ り．鋭 尖

頒 蕚は 五・裂片は 苞と同形・長 さ約 5mm ・前後 繭果は蕚 よ り短か く甼 滑・

　琉 球本島の 北端に 近 い 楚州の 塵で 田代善太郎氏 の 採築に か 、 る．此れ もト ラ ノ ヲ ス

ズ ヵ ケ に最 も近 い種類で葉 の 鋸齒が壓着されて 先端が稍鈍く微凸頭に 終 るの と．7E序

r ） B ・・贓 姻 HEM … P… im・ m … ddi ・ c ・s・m ・e・・i・ f・li・・um ・dp ・e・・i・ n … bヱiq・e　t・i−
angt11aribus ，τacem 語 elongatjs　pedunculatis ．
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が 長 くて 梗が 明遼なの が相違點で あ る・後述の タ カ サ ゴ ト ラ ノ ヲ とも大体同 じ樣 に し

て 區別され る ・未だ花が知られな い の で 花部の 歌態は 不明で あ る・

　　　　　　　　　　　　　 5） タカサ ゴ トラノ ヲ

　　Botryopleullon　formosanum　MAsAM ．1）　hx　Journ．　Soc．　Trop　 Agric．「raih．3

（Ig3r ）互14・

全体4 滑・莖 は略円E 形・葉は長 さ　2−・S　cm ・巾2−3・5　cm 稍革質・短柄あ り・楔脚・鋭

尖頭 鋭鋸齒あ り・鋸齒は 歪 三角形・上葉は 稍円脚・總歌花序は 円筒 歌卵形・長 さ

2 −2 ・5　cm ・甚だ し く密花・腋生叉頂生・殆 ど無柄．花は稍無柄．琶は線状披針形・蕚 よ り

少 しく長 凖滑な る も基部 に 縁毛 あ り・鏡尖頭・蕚裂片は不同長 長 さ 3「4m 【h・甼 滑・線

歌披針形．長鋭尖頭．縁邊 には二三 の 縁毛あ る事あ り・花冠は長 さ 5　mm ，花筒は 短 筒

形・長 さ 3mm ・挙淋 内面中央部以上 に 開出毛 あ り・上裂片は 正 三角形・稍鈍頭．二

脉・他の 三 片は 卵扶三 角形・鏡頭・一脈・雄蕋は 花筒 の 中央部よ り下部に 着生・花 糸は

針形・葯は長 さ約 r・5　mm ・花柱は稍太き糸歌・長さ約 5mm ・

　正 宗1駸敬氏 が台灣．新竹州産の 島田彌市氏の 探集晶か ら記載 された種類 で ．見た所

内地 産の ト ラ ノ ヲ ス ズ カ ケ に 非常 に よ く似た もの で あ る が葉質が
一

暦厚 くて 硬 く，葯

が 大 き い 相邃 が あ る・私は台北州・大 甲溪の 上 流で塩見jE氏が 探集 した標 本を見 て 居

る．その 標本 に よる と花糸は無毛 で はな くて
一般同屬植物と同 じ樣 に 下部に 開出毛が

ある．既知の 種類で 一・ts似て 居る の は やは り ト ラ ノ ヲ ス ズ カ ケ で あ ら う・叉支那産 の

B ．latifolium　Hcmsl．に も似て 居 る が此 れは圖や記載 に よ る と葉が 薄 く・叉花筒 と裂

片と の 比 が 逮 ふ か ら立涙 に 區別が 出來 る・

　　　　　　　　　　　　　　　6）　タロ ＝ サ ウ

　　Botryopleuron　Kitamurae （ollwr） omwl2 ） comb ．　nov ．

　　CalcrhαbclOs　Kitamu・ae 　OHW エ in　FEDDE 　Repert ・36 （lg34 ） 54・

　斜上 叉は 懸垂す る 20 −30em．の 草本・全体挙滑 禦 は狹 き翼 を有す・葉は長 さ 46

cm ・巾 1・5−2 　cm ・廣披針形・鋭頭叉は鋭尖頭 稍楔脚・殆ん ど無柄・稍壓着せ る鋭鋸歯

を有す．總状花序は稍密花 円柱形 ・長 さ 3−6cm ・有葉の 短 側枝上 に 頂 生 す．花軸は

有稜・花は知 られ す・果實は斜上・長 さ 2 −3mm ・ の 柄あ り・苞は線駅披針形 ．長 さ

・） Maxim ・ affine 　B ．　as ”im
−
HEMSI ・．　 et　 B ．‘・ ゆ ‘i・ HEMsr ・・，・ed 　diff・rt ・ p・1・・e 価 i・

subcori 乱  お 11ec 　 herbaoeお，　 antheris 　 ca ．1．5　mm 　longl5（nec ％　mm ），　et　a　posteriore　foliis　sub−

oriaceis 　nec 　flaecidjs，
　 corollae 　tubo　 sesquiplo 正ongiore 　quam 　1obj5・

　2）　Ar （te 　affine 　B ．τ跚 懈 H 刪 SI・．　 et　B ，8tenostach ！lo　H 刪 SL ・
，　

a 　 quibus　 divers皿 m 　 imprimis

cauli1 ）us 　anguste 　alatis 　nec 　teretibus・

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Society for Plant Systematics

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Plant 　Systematios

OCt．1935 ． 129

2−3・Smm ・鋭尖頭・蓼裂片は線状披針形・長 さ 2−2・5　mm ・鏡尖頭・種 子は長 さ ％ lnm 尸

面偏 2ド・他面凸形 ・稍円形 ・

　 本邦品中最 も異彩の あ る もの で 丈が 低 く・葉が 巾狹 く．莖 に翼が あ る の が著 しい 特

徴で あ る・台灣・花蓮港廳・タ ・ コ 峽の 塵 支那に も之れ に似た種類が あ る が （B ．ve −

nosum
　
HEMsL ・及び B ・stenostachyum

　HEMsl ・）董 に 翼 の あ る點 で 相違す る．

　以上 本邦産の もの に つ い て 各種 を読明 したが 支那産の もの と して は 數種が 報告 さ

れて 居 る に過 ぎぬか ら餘白 をか りて 略述 しゃ う．

・） B・t・y ・pl・・… ven ・ ・  H ・・1s・一一・nH ・・K．・・c … ．・1・ n ・．・27 （・9・Q ）・．・67。＿

αago 「habalos　vewlosa　HF ・Msl ”in ・Journ・Lilln・Soc・26 （r8go ） ig7 − 一
殆ん ど不 滑 の 草

本・敢は円柱形・葉は披鈞形 ・長 さ 13cm ・に 逹す・脈は
．
ド面隆起・花序は長さ 2・5−−4

・ m ・花筒は裂片 の 長 さ の 約二 培牛一 浙江眷 湖北省．

・） B・t・y・pleu・・n ・t・n ・・tachy・m ・ H ・“tsL．　 1．　c．（・g・・） sub 　t．、67・．．＿ ・。、−

o 「ltab［los　stenostaeli
・ya　Ilri“fST・・　 1・c・（18go ）Ig6 一 萌者に 似て 全体張壯．葉脉は 著 しカ、

ら党 花序は纎細・長さ rOcm ・に 遙 す・花は小形 ・一一 湖北省・四川省．

3） Bt・・y ・P1・u ・… xill ・．・e　HEMsr − ・ e・（lg・・） ・・ ・・… 　 ・67・一 浙潴 紅
西省・湖北省・四 川省

一
ト ラ ノ ヲ x ズ カ ケー一一読明を略す．

4） B・ try・pl・ur ・ n 　l・tif・1i・m 　H − L ・ （・g・・） sub ・．・67。＿ ト ラ ノ ヲ

ス ズ カ ケ に 似て 葉が 薄賛横 卵形 又は殆 ど円形・長 さ巾共約 5−6cm ・に 逹す・花序は

甚だ密花筒は細 く・円挫形・裂片は三 角形・花筒よ り甚だ短 か し．一 湖北省．

　5）　Botryopleuron　yunnanense 　W ．　vの SMnE 　in　Notes　Roy．　Bot．　Gavd 　Edinb．　ro

（lg17 ） 9・一一一蔓状 の 孚灌木・便 葉柄・葉裏及表面脈上 に 黄褐色の 短毛あ り．葉は 卵
・

形・長 さ 5cm・巾2・5　cm ・に逑す・花序は長 さ ZS −5　em ・短 か き側枝上 に 頂生 し・花 冠は

長 さ 5−6mm ・花筒 は円筒歌・裂片は長 さ約 2mm ・披針形・雄蕋はこ二個．超出．中央部

に髭毛あ り・蒲果は中に小數 の 種子 を有す・一 雲南眷

6） B・t・y・pleur・ n 　l・ngi ・picat・m ・MER ・ ．i・ ？hilipP．　ifourn．　S・L　21 （lg22 ）5、rP．

　直立 少 しく分 枝す る高さ約 1米 の 灌木・花軸・苞・花冠外面等に 栗色の 腺毛 を有す

る 外 は準 滑 葉は 卵形 叉 は長楕円状卵形・長さ 8−13cm ・巾 4−7　cm ．花序は腋生 ．長 さ

Io− 18 　cm ・短柄・花筒は長 さ約 5mm ・裂片は 長 さ L5 −2　m 肌 葯は長 さ 2mm ．子 房に 毛

あ り・一一 協｝東省．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


